
有
部
の
無
表
色
に
封
ず

ろ
近
代
學
者
の
誤
解
を
匡
す

加

藤

精

瀞

近
來
多
く
の
佛
教
學
者
が
途
方
も
な
く
誤
解
し
て
ゐ
る
も
の
に
有
部

の
無
表
色
が
あ
る
。
△
,
 
其
の

一
二
の
例
を
出
せ
ば
先
年
大
臨
皿毒
山
と
云

ふ
大
が
阿
毘
達
磨
倶
舎
論
圖
謹
と
云
ふ
も
の
を
出
版
し
た
其
の
校
閲
者

は
當
時
有
名
な
る
三
博
士
等
で
あ
る
が
、
其

の
中

に
無
表
色
を
解
繹
し

て
曰
は
く

吾
人
の
身
語
業
を
起
こ
す
時
他
に
其
の
業
作
の
果
報
を
招
感
す
べ
ぎ
原
因
を

同
時
に
自
已
の
身
内
に
獲
生
す
其
の
獲
生
せ
ら
れ
た
る
原
因
を
云
ふ
。
其
の

原
因
は
無
形
無
象
に
し
て
他
に
表
示
す
る
こ
と
な
き
が
故
に
無
表
と
名
つ
く

云
云
Q

又
有
墨
・者
の
著
書

に

『
倶
舎
{示
大
意

端
と
云
ふ
の
が
あ
る
。
其
中
に

無
表
色
を
繹
し
て
あ
る
。
口
は
く

無
表
色
は
他
に
表
示
せ
ら
れ
た
い
色
法
で
五
根
五
境
の
表
色
に
饗
す
る
名
で

あ
る
。
こ
れ
は
善
悪
の
業
に
よ
り
て
心
内
に
生
起
せ
ら
れ
た
も
の
で
後
に
そ

の
業
に
饗
す
る
果
を
導
く
作
用
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
善
悪
の
表
業
は
動
作

の
後
直
に
漕
滅
す
れ
ど
も
こ
れ
に
よ
り
て
撃
襲
せ
ら
れ
た
る
こ
の
無
表
色
は

永
く
相
績
し
て
必
ず
其
果
を
招
く
と
い
ふ
の
で
あ
る
O
故
に
こ
れ
を
無
表
業

と
も
名
つ
く
る
云
云
。

と
繹
し
て
あ
る
。
こ
れ
等
は
無
表
色
を
以
て
此
世
か
ら
次
の
世
ま
で
蓮

綾
し
て
未
來
の
果
報
を
受
く
る
連
鎮
と
な
る
も
の
と
云
ふ
誤
解
か
ら
の

説
明
で
あ
る
が
、
有
部

の
無
表
色
は
決
し
て
是
の
如
き
も

の
で
は
な

い
O
無
表
色
は
善
業
か
悪
業
か
の
揚
合

に
獲
得
す
る
習
性
で
あ
つ
て
無

記
業
の
場
合
に
は
獲
得
し
な
い
。
善
業
の
揚
合
に
は
防
非
止
悪

の
功
能

(習
性
)
を
獲
得
し
、
悪
業

の
揚
合
に
は
防
是
止
善

の
良
心
疵
痺
の
功

能

(習
性
)
を
獲
得
す
る
も
の
で
あ
る
。
有
部
で
は
此
の
習
性
を
肉
膿

の
四
大
種
に
依
止
す
る
も
の
と
立
つ
る
か
ら
死
と
共
に
捨
す
る
の
で
あ

る
。
し
か
の
み
な
ら
ず
八
齋
…戒

の
揚
合
は
夜
鑑
に
由
つ
て
捨
す
る
の
で

あ
る
。
然
る
に
無
表
色
の
こ
と
は
倶
舎
論
第
一
巻

ト

ト

ト
ニ
オ
イ
テ

シ
テ

ト

ト
ナ
リ

ナ
リ

テ

ニ

ク

ト

働
心
無
心
等
。

随
流

漂
不
浮

大
種
所
造
性
。
由
レ此
読
二無
表
↓

此
の
一
頚

に
依
て
無
表
色
を
解
繹
し
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
る
か
ら
學
者
が

種
々
に
臆
測
を
逞
し
う
す
る
の
は
無
理
も
な
い
や
う
で
あ
る
が
、
此
の

頚
は
無
表
色
の
四
位
随
流
を
明
し
た
も
の
で
無
表
色

の
全
禮
を
明
し
て

あ
る
の
は
倶
舎
論
第
十
四
五
巻
で
あ
る
。
今
委
し
く
之
を
解
論
す
る
の

逗
な
し
と
難
も
其
の
要
を
繹
せ
ば
、
無
表
色
に
三
種
あ
り
。

一
に
律
儀

有
部

の
無
表
色

に
封
す

る
近
代
學
者

の
誤
解

を
匡
す

(
加

藤
)
 

二

一
一

-469-



有
部

の
無
表
色

に
封
す

る
近
代
學
者

の
誤
解
を
匡
す

(
加

藤
)
 

二

一
二

の
無
表
色
、

二
に
不
律
儀

の
無
表
色
。

三
に
非
律
儀
非
不
律
儀

の
無
表

色
。

共

の
律
儀
の
無
表
色
に
叉
三
種
あ
り

一
波
羅
提
木
叉
帥
ち
別
解
脱

戒

の
無
表
色
。
二
定
共
戒
の
無
表
色
。

三
道
共
戒
の
無
表
色
で
あ
る
。別

解
脱
戒
の
無
表
色
と
は
授
戒
に
由
て
身
三
口
四
の
七
支
の
罪
悪
を
別

汝

に
解
脱
す
る
が
故
に
別
解
脱
と
云
ふ
。
之
に
反
し
て
定
共
戒
道
共
城
の

無
表
色
は
其
の
定

に
入
り
叉
は
其

の
無
漏
道
に
住
す
れ
ば
自
ら
身
三
口

四
の
罪
悪
を
惣
じ
て
解
脱
す
る
が
故
に
之
に
封
し
て
授
戒
の
無
表
色
を

別
解
脱
の
無
表
色
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
是
れ
に
四
種
あ
り
て

一
に
近
事
.
 

律
儀
。
(
五
戒
)
。
二
に
近
佳
律
儀
戒

(
八
戒
)
。
三
に
勤
策
勤
策
女
律

…儀

(
十
戒
)
。
四
に
比
丘
比
丘
尼
律
…儀
(
具
足
戒
)
で
あ
る
。
此
無
表
色

を
襲
得
す
る
に
は
二
種
あ
り
て

一
に
は
僧
伽
に
從
つ
て
得
す
。
所
謂
中

國

に
在
て
は
十
衆

に
由

つ
て
得
し
邊
國
に
在
り
て
は
五
衆
に
由

つ
て
得

す

る
の
で
あ
る
。
二
に
は
補
特
伽
羅
に
從
つ
て
得
す
。
郎
ち
個
人

に
從

つ
て
得
す
る
の
で
あ
る
。
是
の
無
表
色
を
捨
す

る
揚
合
は
故
捨
と
命
絡

と
及
で
二
形
倶
生
と
断
善
根
と
夜
書
と
に
由
る
。
近
佳
戒
を
除

い
て
所

飴

の
七
種
の
別
解
律
儀
は
四
縁
に
由
り
て
捨
す
。

一
に
は
故
捨
に
由
り

て
捨
す
。
(故
捨
と
は
、
意
樂
に
由
る
と
有
解

の
人
に
封

し
て
言
明
す

る
。
と
。
有
表
業
を
獲
し
て
ゆ曽學
虚
を
捨
つ
る
)
二
に
は
衆
同
分
を
棄
捨

す

る
に
由
る
。
三
に
は
二
形
倶
時
に
生
ず
る
に
由
り
て
捨
す
。

四
に
は

所
因
の
善
根
断
ず
る
が
故
に
捨
す
。
近
佳
戒
を
捨
す
る
揚
合
は
五
に
更

に
夜
蓋
に
由
り
て
捨
す
。
故
に
総
じ
て
別
解
律
儀
を
捨
す
る
揚
合
は
五

縁

に
由
る
の
で
あ
る
。
不
律
儀

の
無
表
色
を
得
す
る
揚
合
は
作
と
誓
受

と
に
由

る
。

一
に
は
不
律
儀
の
家

に
生
れ
た
る
人
は
初
め
て
殺
等

の
加

行
を
現
行
す
る
に
由
り
て
獲
得
し
、
二
に
は
鯨
家
に
生
れ
た
る
大
か
初

め
て
要
期
し
て
殺
等
の
事
を
受
く
る
に
由

て
得
す
。
謂
は
く
我
れ
當
に

是
の
如
き
事
業
を
作
し
て
以
て
財
物
を
求

め
自
身
を
養
活
す
べ
し
と
。

爾
時
に
當
り
て
便
ち
悪
戒
の
無
表
色
を
獲
得
す
。
此
の
無
表
色
を
捨
す

る
こ
と
は
死
と
得
戒
と
二
形
倶
生
と
に
由

る
。
叉
虜
中
の
無
表
色
を
得

す
る
ぐ
は
三
種

の
因
に
由
る
、

一
に
は
田
に
由
る
。
謂
く
諸

の
幅
田
に

施
す
所
の
園
林
等
に
於
て
彼
の
善

の
無
表

を
初
め
て
施

す
時

に
獲
得

す
。

二
に
は
受

に
由
る
。
謂
く
自
ら
誓

つ
て
言
は
く
若
し
未
だ
佛
を
禮

せ
ず
ん
ば
先

に
食
せ
ず
等
。
三
に
は
重
行

に
由
る
。
謂
は
く
是
の
如
き

段
重
の
作
意
を
起
し
て
善
を
行
じ
又
は
悪
を
行
ず
る
時
に
得
す
。
是

の

無
表
色
を
捨
す
る
に
は
六
縁
に
由
る
。

一
に
受
心
漸
壌
す
る
に
由
る
。

謂
は
く
是

の
念
を
作
し
て
言
は
く
、
我
今
時
よ
り
先

の
所
受

を
捨

つ

と
。
二
に
勢
力
漸
壊
す
る
に
由
る
。
謂
は
く
浮
信
と
煩
悩
と
の
勢
力

に

由
り
て
引
か
れ
た
る
無
表
色
は
彼
の
二
の
限
勢
若
し
断
壊
す
る
時
無
表

色
を
捨
す
。
三
に
作
業
断
壌
す
る
に
由
る
。
所
受
の
後
に
更
に
作
さ
ざ

る
が
如
き
揚
合

に
捨
す
。
四
に
事
物
断
壊

す
る
に
由
り
て
捨
す
。
謂
は

く
施
捨
す
る
所
の
寺
舎
、
敷
其
制
多
等
及
び
施
す
所

の
漁
具
等
の
事
物

断
壌
す
る
時

に
無
表
色
を
捨
つ
。
五
に
壽
命
断
壊
す
る
に
由
る
が
故
に

捨
す
。
六
に
善
根
断
壌
す
る
に
由
る
か
故

に
捨
す
謂
は
く
加
行
を
起
し

て
善
根
を
断
ず
る
時
便
ち
善
根
所
引
の
無
表
色
を
捨
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
是
の
無
表
色
を
捨
す
る
揚
合

を
團
示
す
れ
ば
左

の
如
く
で
あ
る
。
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一
、
律
儀
の
無
表
古
を
捨
す
る
場
合
は
四
縁
又
は
五
縁
に
由
る
。

一
、
所
學
を
捨

つ
…
故
捨
と

云
ふ

一
、意
樂
ー
戒
を
欣
ば
ず

二
、
有
解
の
人
に
封
し
て
説
く

三
、
有
表
業
を
獲
す

二
、
二
形
倶
生
す

三
、
善
根
を
断
ず

近
佳
等
の
七
戒
は
四
縁
に
由
り
て
捨
す

四
、
衆
向
分
を
捨
づ

五
、
夜
蓋
に
由
る

近
住
律
儀
は
五
縁
に
由
り
て
捨
す

二
、
不
律
儀
の
無
表
色
を
捨
す
る
場
合
は
三
縁
に
由
る

一
、
死
に
由
る

二
、
得
戒
に
由
る

三
、
二
形
倶
生
に
由
る

三
、
非
律
儀
非
不
律
儀
の
無
表
色
を
捨
す
る
場
合
は
六
縁
に
由
る

一
、
受
心
噺
壌
す
る
に
由
る

二
、
勢
力
漸
壌
す
る
に
由
る

三
、
作
業
断
援
す
る
に
由
る

四
、
事
物
断
壌
す
る
に
由
る

五
、
壽
命
臨
壌
す
る
に
由
る

六
、
善
根
断
壊
す
る
に
由
る

以
上
、
律
儀
、
不
律
儀
、
塵
中
の
無
表
色
は
何
れ
も
死
に
由
り
て
捨

す
る
こ
と
明
ら
か
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
近
佳
戒
の
如
き
は

一
日

一
夜

の
戒
な
れ
ば
夜
蓋

に
由
り
て
無
表
色
を
捨
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
無
表

色
は
善
悪
業
を
爲
す
と
き
若
し
善
業

を
爲
せ
ぱ
防
非
止
悪

の
功
能
が
あ

り
善
業
を
爲
す
習
性
と
な
る
。
若
し
悪
業
を
爲
せ
ば
良
心
癒
痺
の
習
性

と
な
る
。
是

を
無
表
色
と
云
ふ
の
で
あ
る
。
故
に
悪
業
を
爲
し
て
悪
の

無
表
色
を
獲
得
し
た
ゐ
者
が
若
し
授
戒
す

れ
ば
直
に
悪
の
無
表
色
を
捨

つ
る
の
で
あ
る
が
授
戒
以
前
に
作
つ
た
悪
業
の
感
果
が
無
く
な
る
も
の

で
は
な
い
。
業
因
感
果

の
道
理
は
無
表
色

の
得
捨
に
由
り
て
定
ま
る
も

の
で
は
な
い
。
又
虚
中
の
無
表
業
の
揚
合
に
若
し
佛
堂
を
作
く
り
供
養

し
て
無
表
色
を
獲
得
せ
し
施
圭
が
其

の
佛
,
 
堂
が
焼
失
せ
し
時
無
表
色
を

捨
す
る
の
で
あ
る
が
無
表
色
を
捨
て
N
も
佛
堂
を
供
養
し
た
施
圭
の
功

徳

は
無
に
蹄
す
る
も
の
で
は
な

い
。
此

の
道
理
を
深
く
考
察
す
れ
ば
無

表
色
が
善
悪
業
の
感
果
ま
で
の
連
鎖
と
な
る
な
ぞ
と
云
ふ
考
の
學
者
が

如
何
に
後
進
を
誤

つ
て
ゐ
る
か
を
知
る
べ
き
で
あ
る
。

有
部

の
無
表
色

に
封
す

る
近
代
學
者

の
誤
解
を
匡
す

(
加

藤
)
 

二

一
三
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